三次元点群処理による累積移動平均法を用いた口の開閉度推定 by 伊東　 和輝



































2. YZ 平面において鼻モデルの y 軸上の範囲内で深度が最も
小さい点を求め，鼻先を検出する
3. y 軸上において鼻先から Lまでの範囲を探索範囲とする
4. 探索範囲において基準点より深度が大きい点を口腔内とし
て検出する
5. 検出した口腔内の高さ Hmouth を求める








1. 前歯部間距離を 0cmにし，口の開閉度を 20回推定した
2. 前歯部間距離が 4cmになるまで手順 1を繰り返し行った
3. 手順 2までを 3回繰り返し行った
4. 手順 5までで得られた各口の開閉度の平均値を求めた
口の開閉画像を図 1と図 2，三次元点群処理結果を図 3と図 4，
口の開閉度推定の結果を表 1に示す．
図 1 口を開けた様子 図 2 口を開けた時の三次元点群
図 3 口を閉じた様子 図 4 口を閉じた時の三次元点群
表 1 口の開閉度の理論値及び開閉度の推定値の平均値
開閉距離 [cm] 開閉度の理論値 [％] 開閉度の推定値 [％] 誤差 [％]
0.000 0.000 0.000 0.000
1.000 22.222 16.589 -5.633
2.000 44.444 36.492 -7.952
3.000 66.667 54.024 -12.643
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